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　私たちは別の誰かに自分の意思を伝えます。コミュニケーショ
ンとはこの意思を伝達する活動を指します。コミュニケーション
には多様な形態がありますが、最も基本になるのが会話によるコ
ミュニケーションです。
　例えば、ある情報を会話によって伝える場合、送り手は情報を
言葉に変換します。これを符号化

＊

といいます。音声として発した
言葉は、空気の振動より受け手に伝わります。受け手は言葉を解
釈して意味を理解します。これを復号化

＊

といいます。
　あるいは手紙について考えると、まず自分の気持ちを文字にし
て紙に書きます（符号化）。この手紙を手渡しされた受け手は、
手紙に書いてある文字を解釈して内容を理解します（復号化）。
　このようにコミュニケーションでは、メッセージの送り手と受
け手を媒介するものが存在します。 会話の場合、音声を伝える空
気、手紙の場合は文字を書いた紙がそれにあたります。このよう
な媒介物を媒体、あるいは英語でメディア

＊

といいます。

ある情報を1対1ではなく、一度に不特定多数の人に届ける場
合にもメディアは不可欠です。 このように多くの人々に情報を伝
達するメディアを、「大衆・大量」を意味する「マス」を用いて
マスメディアあるいはマス媒体といいます。
　そして、このマスメディアを用いて、不特定多数の人々に大量
の情報を伝達することをマスコミュニケーションといいます。
「マスコミ」とはこのマスコミュニケーションの略語です。
　ただし、マスコミュニケーションと表現した場合、大量の情報

メディアとは何か

符号化
encoding（エンコ
ーディング）。情報
を符号にすることを
指す。

復号化
decoding（デコー
ディング）。符号か
ら情報を読み出すこ
とを指す。

メデイア
media。medium
の複数形。中間にあ
るものや間に入って
媒介するものを意味
する。

不特定多数を対象にしたコミュニケーション

本書で用いる用語

用語 意味

媒体（メディア） メッセージの送り手と受け手を媒介するもの。

マス媒体 不特定多数の人々に情報を伝達するメディア（媒体）。

マスコミュニケーション マス媒体を利用したコミュニケーション。

マスメディア マスコミュニケーションを行う主体。

マスコミ マスコミ媒体やマスコミ四媒体など限定的に使用。

【参考】

用語 意味

マス 大衆。無批判的で異質的、かつ匿名的な集団。

パブリック 公衆。批判精神を持ち合理的に判断する集団。

クラウド 群衆。一時的にある場所に集まっている互いに見ず知らずの集団。

を伝達する活動そのものを指すニュアンスが強いようです。これ
に対してマスコミと表現した場合、大量の情報を伝達する主体を
指す傾向が強いといえます。また、単にメディア、あるいはマス
メディアと表現して、こうした情報伝達の主体を指す場合が多く
なってきています。
　このように言葉の意味が錯綜していますが、本書では次のよう
な方針をとりたいと思います。
・不特定多数の人々に情報を伝達するメディア……マス媒体
・ マス媒体を用いたコミュニケーション……マスコミュニケーシ
ョン
・マスコミュニケーションを行う主体……マスメディア
　略語のマスコミについては、本書のタイトルであるマスコミ業
界や次節でふれるマスコミ四媒体のような慣用語に限定して使用
したいと思います。

マスコミやマスコミュニケーション、マスメディア、あるいは単にメディア
など、よく似た言葉が多様な使われ方がされています。以下、まずはこの点
を整理しておきます。

「メディア」と
「コミュニケーション」の関係

用語の定義
Chapter1
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　従来、マスコミュニケーションに用いる媒体には紙と電波があ
りました。
　紙を用いるマス媒体の代表が新聞と雑誌です。紙に文字を印刷
することから印刷メディアとしてひとくくりにできます。
　電波を用いるマス媒体の代表がラジオとテレビです。電波を用
いて情報を一斉に伝達することを放送

＊

といいます。ですから、媒
体に電波を用いるテレビとラジオは放送メディアとしてまとめる
ことができます。
　そして、これら新聞、雑誌、ラジオ、テレビの4つの媒体をひ
とくくりにしてマスコミ四媒体

＊

と呼んできました。 これらマスコ
ミ四媒体を通じて情報を伝達する主体は、それぞれ新聞社、出版
社（雑誌社）、ラジオ局、テレビ局です。
　歴史的には、新聞、次に雑誌の印刷メディアがマス媒体として
出現し、その後、放送メディアのラジオ、そしてテレビが続きま
した。従来、「マスコミ」と表現した場合、マスコミ四媒体の主
体であるこれら4者を指す傾向にありました。

　マスコミ四媒体が担ってきた重要な機能にゲートキーピング機
能があります。ゲートキーピング機能とは、伝える情報と伝えな
い情報を選別する機能を指します。
　世の中は情報にあふれています。しかし、マスメディアがこれ
らすべての情報を無差別に提供していては、受け手の混乱は必至
です。あまたある情報の中から多くの人が求める情報を選び出し、
整理し、編集して、タイムリーに提供することがマスメディアに

マスコミ四媒体とその主体

ゲートキーピング機能とは何か
は求められます。これがマスメディアの持つゲートキーピング機
能です。
　私たちが社会で起きていることを知る範囲には限度があります。
そのため私たちはマスメディアのゲートキーピング機能を信頼し
た上で、社会で起きているさまざまな出来事を認識します。
　ウクライナでの悲劇も、マスメディアの存在がなければ、私た
ちが現状を把握するのは極めて困難です。その意味で私たちが持
つ社会に対する認識は、マスメディアに大きく依存しているとい
えます。

マスコミ四媒体

紙 電波

印刷メディア 放送メディア

マスコミ四媒体

新
聞

雑
誌

ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ

マス
（大衆）

放送
「公衆によって直接
受信されることを目
的とする無線通信の
送信」（放送法第二
条一）を指す。

マスコミ四媒体
他にも「四大マス媒
体」や「四マス」「マ
ス四」などとも呼ば
れてきた。

従来、マスコミュニケーションに用いる媒体の代表格として、その存在感を
放ってきたのが新聞、雑誌、ラジオ、テレビという4つの媒体です。これら
をまとめてマスコミ四媒体と呼びます。

マスコミ四媒体とは何か 

新聞・雑誌・ラジオ・テレビ
Chapter1
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放送は「公衆によって直接受信されることを目的とする無線通信の送信」（放
送法第二条一）を指します。よく通信と放送の融合といわれますが、放送法
が明記するように、そもそも放送とは通信の一形態なのです。

そもそも「放送」とは何か

放送の定義
Chapter2
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　ひと口に放送といってもさまざまな形態があります。例えば使
用する電波の周波数帯によって、
　❶AMラジオ放送
　❷短波ラジオ放送
　❸FMラジオ放送
　❹テレビジョン放送
に分類できます。
　また、送信方法の違いから放送を見ると、下記のように分類で
きます。
❶地上放送
　地上放送は、地上に建設したラジオ塔やテレビ塔から電波を放
出し放送を提供します。従来、最も親しまれてきた放送形態です。
❷衛星放送
　衛星放送は、上空に浮かぶ人工衛星から電波を降らして、広範
な地域に放送を提供します。衛星放送は、人工衛星の位置や放送
を送り出す仕組みの違いから、衛星基幹放送と衛星一般放送の２
種類に分かれています。
❸有線放送
　有線放送は地上放送や衛星放送が用いる無線ではなく、メタル
（銅）ケーブルや光ファイバーなどを利用して放送を提供します。
これを有線ケーブルテレビジョン（ケーブルテレビ）やCATV

＊

と
呼んでいます。
❹I P放送

＊

　I P放送はインターネットを通じて放送を提供します。正式に
は地上デジタル放送I P再放送といいます。

さまざまな放送の種類

事業の別 事業者数 売上高
（百万円）

地上系

テレビジョン
放送事業者

テレビジョン放送
単営社 96 1,866,888 

中波（AM）放送
テレビジョン放送
兼営社

31 191,054 

小計 127 2,057,942 

ラジオ放送
事業者

中波（AM）放送
単営社 16 45,988 

短波放送
単営社 1 1,738 

超短波（FM）放送
単営社 50 50,988 

小計 67 98,714 

テレビ・ラジオ計 194 2,156,656 

コミュニティ放送 305 13,487 

地上系合計 499 2,170,143 

衛星系

衛星基幹
放送

BS放送 19 205,923 

東経110度
CS放送 20 82,238 

衛星一般放送 4 53,645 

衛星系合計※ 39 341,806 

ケーブルテレビ ケーブルテレビ 275 499,034 

民間放送事業者の数

CATV
Community Antenna 
TeleVisionの略。

I P放送
IPはインターネット・
プロトコル（Internet 
Protocol）の略。イ
ンターネットで用い
られている通信手順
を指す。

＊ BS放送と東経110度CS放送を兼営する事業者が３社、衛星基幹放送と衛星一般放送を兼営する事業者が１社あるが、統計上は分計され
ているため、衛星基幹放送事業者数と衛星一般放送事業者数を合計した数と衛星系の合計は一致していない

出典：総務省「令和３年度放送事業収支状況」



新聞の源流は、15世紀～16世紀に発行された手書き新聞（私信）にさかの
ぼります。日本では1871（明治３）年に最初の日刊新聞が発行されました。
以来、新聞は日本のジャーナリズムを代表する１つに成長します。

新聞は私信から生まれた

新聞の誕生
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　15世紀のヨーロッパでは東ローマ帝国が没落し、各地で自由
主義商業経済が進展しました。商業活動は戦争や政治に左右され
ます。そのため豪商は手書きのニュースの書簡つまり私信を作成
し、得意先に配布するようになりました。その著名なものにアウ
グスブルグの豪商フッガー家が編集・発行したフッガーツァイト
ゥンゲン

＊

があります。新聞の源流にさかのぼると、こうした手書
きの私信に行き着きます。
　17世紀の初めには、ドイツで世界最初の週刊新聞が発刊され
ました。そして18世紀初めにはロンドンで最初の日刊紙が発刊
され、日刊新聞が広く普及していきます。
　日本では、1871（明治３）年に最初の日刊紙「横浜毎日新聞」
が刊行されました。翌年には「東京日日新聞」「日新真事誌」「郵
便報知新聞」などが次々と発刊されています。
　さらに、1874（明治７）年には「読売新聞」、1879（明治12）
年には朝日新聞と、現代に続く大新聞が産声を上げています。
　これらの新聞社はやがて日本のジャーナリズムを代表する機関
に育っていきます。ジャーナリズムの語源は「日々の記録」であ
り、公正な立場から社会の出来事を刻々と記録し報道することを
意味します。
　新聞に第1に求められるのはこの報道機能です。加えて新聞社
独自の立場を表現する評論機能（言論機能） も欠かせません。さ
らに、大衆を啓発する教育機能も新聞は担ってきました。加えて
連載小説やスポーツ情報、娯楽情報の提供など娯楽機能も有しま
す。さらに、一般大衆に広く配布される新聞は広告媒体としても
利用されてきました。このように新聞は多様な側面を持ちます。

新聞の歴史と機能

フッガーツァイトゥ
ンゲン
Fuggerzeitungen。
1568年から1605
年までのアウクスブ
ルクの豪商フッガー
家による手書きニュ
ースで、主に戦争と
政治に関する報告や
記録が掲載されてい
た。

世界の新聞発行部数（2021年）

出典：日本新聞協会
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　経営学者ピーター・ドラッカー
＊

は、かつて人類に４つの情報革
命が起こったと述べました。まず5,000～6,000年前にメソポタ
ミアで起こった文字の発明、続いて紀元前1,300年頃に中国で、
その800年後にギリシャで起こった書物の発明です。さらに15

世紀半ばに生じたグーテンベルグによる活版印刷の発明、そして
20世紀に起きたインターネットの発明が続きます。私たちは、
この４番目の情報革命の真っ只中に生きています。
　新たなテクノロジーの発明は、予想もしない産業や文化を生み
出します。活版印刷の発明で、宗教改革が起こるなど誰が予想し
たでしょう。また、印刷されたテキストブックにより近代的な教
育制度が生まれました。さらに、そのテキストブックを印刷して
販売する会社、すなわち出版社という新たな業態が生まれます。
　当時、出版人として成功した人物にアルドゥス・マヌティウス

＊

がいます。彼は1,500年頃に、１つの原版から1,000部もの印刷
を行い、生涯1,000タイトルの書籍を出版したといいます。現在
の書籍では常識になっているノンブル（ページ番号）を初めてつ
けたのも、アルドゥス・マヌティウスでした。
第３の情報革命の当時、出版社が情報の複製を大量生産し、大
衆に配布する役目を担いました。 つまり出版社は、当代一のマス
メディアとして活躍したわけです。しかしそれから500年、第４
の情報革命であるインターネットの発明により、状況は大きく変
わりました。

　インターネットの発明も、予期せぬ産業や文化を次々と生み出

４つの情報革命

ピーター・ドラッカー
Peter F. Drucker
（1909～2005）。
アメリカの経営学者。
「マネジメントを発
明した男」の異名を
持つ。

アルドゥス・マヌテ
ィウス
Aldus Manutius
（1450頃～1515）。
ヴェネツィアの出版
人。DTPソフト「Page
Maker」を開発した
Aldus 社（ の ち に
Adobe社が買収）の
社名はアルドゥス・
マヌティウスに由来
する。

インターネットの衝撃と出版業界

しています。Webサイトや検索サイト、音楽・動画の配信、暗
号資産、SNS、そしてフェイクニュースの流布など、インターネ
ットの発明によって生まれたこのようなサービスや出来事が埋め
尽くす社会を誰が予想したでしょうか。
　これに伴い、かつてはマスメディアの雄だった出版社の置かれ
た立場も大きく変化しています。そして、第４の情報革命に懸命
に対応しようとしているのが、現在の出版業界・雑誌業界だとい
えるのでしょう。

新たなテクノロジーが意外な産業・文化を生み出す

…

印刷と
関係ない分野で
影響大

印刷技術

…

情報通信と
関係ない分野で
影響大

インターネット

宗教改革

教育制度

出版社

出版人

Webサイト

ｅコマース

ＳＮＳ

音楽・動画配信

20～21世紀

15世紀
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報革命が起こったと述べています。その４回とは、文字の発明、書物の発明、
活版印刷の発明、インターネットの発明が該当します。

第３次情報革命が出版社を生んだ

歴史の中の出版
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企業がより多くの人に自社のブランドや商品を広告しようとした場合、マス
コミュニケーションが欠かせない活動になります。そのためマス媒体と広告
は切っても切れない関係にあります。

広告とマスコミュニケーションの
深い関係

マス媒体と広告
Chapter5
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　アメリカ・マーケティング協会（AMA
＊

）によると、広告とは「広
告主が自らの名前を明示して、アイデアや商品、サービスその他
を、人を介する以外の方法で、有料で告知すること」 です。
　企業がこのような広告活動を行う際、自らのアイデアや商品、
サービスをより多くの人々に一斉に知らせられること、すなわち
マスコミュニケーション（第１章1節）ができればとても効率的
です。その結果、不特定多数の人にふれるマス媒体が、広告媒体
として広く利用されるようになりました。
　古くは新聞や雑誌などの印刷媒体が、広告媒体として重要な位
置を占めました。しかしその後、電波を媒体にするラジオが登場
し、より広範囲の人々に広告を提供できるようになりました。さ
らに、同じ電波媒体であるテレビの登場で、広告メッセージを動
画として届けられるようになりました。
　こうして、多くの人に広告メッセージを伝える媒体として、新
聞、雑誌、ラジオ、テレビが重要な役割を果たすようになりまし
た。これら４つの媒体を総称してマスコミ四媒体と呼ぶことはす
でにふれた通りです（第１章２節）。

　しかしながら現在、インターネットという新たなマス媒体の出
現により、マスコミ四媒体のポジションが大きく変化しています。
　インターネットでは通信ネットワークを媒体にして、デジタル
メッセージをやり取りします。デジタルデータでは、テキストや
音声、映像を一括して扱えます。データを送受信するデバイスは
多様で、特にモバイルデバイスの場合、場所や時間を選びません。

広告とは何か

AMA
American Marketing 
Associationの略。ア
メリカにおけるマー
ケティングの専門家
の協会で1937年に
設立された。

インターネットで変わる広告
加えて、インターネットはマスとパーソナル、双方をターゲット
にできる両面性があります。
　これだけでも、インターネットが広告媒体として非常に有望で
あることがわかります。
　実際、インターネット広告費がマスコミ四媒体の広告費を上回
ったことは、すでに１章４節で述べた通りです。現在の広告は、
従来型のマスコミ四媒体とインターネットがせめぎ合う状況にあ
ると言えます。

マス媒体

広告 広告 広告 広告 …

マス

広告に欠かせないマス媒体



❶ポータルサイト・専門サイト
　従来のマスコミ四媒体が提供してきた情報をインターネット上
のコンテンツとして提供する事業者です。ポータルサイトとは
「玄関サイト」のことでインターネットの入り口に相当するサイ
トです。「Yahoo!Japan」や「goo」、「楽天 Infoseek」などがあり
ます。
専門サイトは特定の分野に情報を絞り込んだサイトです。した
がって、利用者のプロフィールも絞り込まれ、結果としてターゲ
ットの絞り込まれた広告媒体としての価値が高まります。化粧品
のクチコミサイト「@cosme」、飲食情報の「ぐるなび」、レシピ
情報を提供する「クックパッド」など、事例には枚挙に暇があり
ません。このようにターゲットが明確な媒体をクラスメディア

＊

と
いいます。
　かつてクラスメディといえば雑誌がその代表でしたが、ネット
メディアがそれに取って代わったのが現状です（第４章10節）。
❷検索サイト
検索サイトはネット固有のメディアです。検索語を入力して関
連サイトやイメージを一覧にします。検索サイトの代表としては
Alphabetの「google」、Microsoftの「Bing」などがあります。
❸ソーシャルメディア（SNS）
SNSは「Facebook」や「Instagram」「LINE」「Twitter」など、
人と人が交流する基盤を提供するメディアです。利用者が多いソ
ーシャルメディアは単にそれだけでマスコミュニケーションのツ
ールとして有力になります。また、趣味の合う仲間がコミュニケー
ションを行う場でもあるため、クラスメディアとしても機能します。

容易に分類できないネットメディア

クラスメディア
特定のライフスタイ
ルや趣味を持つ集団
が利用するメディア
を指す。かつては雑
誌やDM（ダイレク
トメール）がクラス
メディアの代表だっ
た。第４章10節One 
Point参照。

マス
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ネットメディア

ネットメディアの代表的なジャンル

❹動画・音楽配信メディア
動画配信メディアとしては「YouTube」があまりにも有名で

す。また、「Netflix」や「Amazonプライムビデオ」などのよう
にサブスクリプション型も人気です。
音楽配信メディアとしてはサブスクリプション型の「Apple 

Music」や、広告も配信する「Spotify」などがあります。
　いずれも、従来のテレビ放送やラジオ放送が提供していた映
像・音楽コンテンツを扱っているのが特徴です。
❺メタバース
メタバースはコンピュータ内やインターネット上に構築された
３次元仮想空間です。まだメタバースが普及しているとはいえま
せんが、新たに生まれたネットメディアとして、多様な企業が、
マスコミュニケーション用の媒体として注目しています。

ネットメディアでは、提供するコンテンツによって多様な種類に分類できま
す。明確な分類基準はありませんが、ここでは代表的なジャンルを５種類挙
げたいと思います。

５分類で考えるネットメディア

ネットメディアの種類
Chapter6
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